
 

本情報誌についてのお問合せは、宮城県消費生活・文化課相談啓発班まで（電話 022-211-2524） 

 

  

0570-031640 

宮城県消費生活センターのホームページから、 

本情報誌のバックナンバーをご覧いただけます。 

http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/syoubun/miyaginojoho.html 
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発行／宮城県消費生活センター 

 

みやぎの消費生活情報 
Information on Consumer Affairs of MIYAGI 
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電話による架空請求が発生しています！ 

「架空請求」というと、メールやハガキを利用して身に覚えのない請求をされる手口がよく見ら

れます。しかし、最近、県消費生活センターには電話による架空請求に関する相談が寄せられてい

ます。 

◆電話による架空請求が増えています！ 

 

 

 

◆消費者の皆様へ 

 

 

 

◆冬の製品事故に気をつけてください！ 

 

 

 

◆「多重債務無料法律相談会」を開催します 

 

 

 

 

◎電話で急に身に覚えのない請求の話をされると、びっくりして相手の意のままに個人情報

などを伝えてしまいがちですが、身に覚えがない場合は「覚えがないので、消費生活センタ

ーに一度相談してから回答します。」などと言い、余計な話はせず 

電話を切るようにしましょう！ 

◎債権回収など財産に関わるような大事な話を、電話やメールで 

済ませることはありません！ 

◎相手が実在する会社を名乗る場合もあります。少しでも不審に 

思った場合は、お金を支払う前に、お住まいの地域の消費生活 

相談窓口に相談しましょう。 

★アドバイス★ 

 

スマートフォンに電話がかかってきて、アダルトサイト

の未納料金２０万円を請求された。今日中に支払わないと

４０万円になると言われ、身に覚えはなかったが焦ってし

まい、相手に聞かれるまま住所・氏名・勤務先などを伝え

てしまった。「支払わないと会社に押しかける」「弁護士を

介して請求する」などと強い口調で言われた。 
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消費者の皆様へ 

 

 

肌寒くなり、家庭で暖房器具の準備をしている方も多いのではないでしょうか？冬の製品

は熱や火を使う器具が多く、使い方には注意が必要です。正しく安全に使用し、暖かい冬を

過ごしましょう。 

出展：独立行政法人製品評価技術基盤機構（nite） 

「冬  ついうっかりが思わぬ事故にならないように製品は正しく使いましょう」 

 

知事及び市町村長からのメッセージ 

 

県民の皆様の安心・安全な消費生活を確保するため，県及び市町村では，今後も

引き続き，消費生活相談体制の充実や消費者被害の未然防止のための消費者教育・

啓発活動など,消費者行政の推進に取り組みます。 

 

宮城県知事 仙台市長  石巻市長  塩竈市長  気仙沼市長 白石市長  名取市長 

角田市長  多賀城市長 岩沼市長  登米市長  栗原市長  東松島市長 大崎市長 

富谷市長  蔵王町長  七ヶ宿町長 大河原町長 村田町長  柴田町長  川崎町長 

丸森町長  亘理町長  山元町長  松島町長  七ヶ浜町長 利府町長  大和町長 

大郷町長  大衡村長  色麻町長  加美町長  涌谷町長  美里町長  女川町長 

南三陸町長 

 

～ 困った時は，お近くの消費生活相談窓口へご相談ください ～ 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

相談会は午前９時３０分から午後４時３０分までです。（栗原会場のみ午後１時から） 

相談時間は一人当たり原則１時間３０分とします。（「心の健康相談」は別途） 

●相談会の流れ● 
 ①消費生活相談員による面談（３０分） 

 

 ②弁護士又は司法書士による法律相談（３０分） 

 

 ③消費生活相談員による事後相談など（３０分） 

 

☆希望する方は相談会の後に「心の健康相談」も受けられます。 

「多重債務無料法律相談会」を開催します 

 多重債務問題の解決へ向けて、弁護士や司法書士の法律の専門家が相談に応じる無料相談会を

開催します。「複数社から借入があり、今後の返済に困っている･･･。」、「収入の予定が狂ってし

まい、住宅ローンなどの返済ができない･･･。」などのお悩みを抱えている方は、一人で悩まずに

御相談ください。相談は無料！弁護士や司法書士、消費生活相談員が相談に応じます。 

また、借金などが原因で、よく眠れないなど心の健康に不安を感じている方を対象に「心の健

康相談」も実施します。 

事前予約制です。お電話で事前予約をお願いします。 

●個人の方● 
 宮城県消費生活センター  ☎０２２－２６１－５１６４ 

              予約受付時間 午前８時３０分～午後５時１５分 

●事業者の方（１２／１気仙沼会場、１２／２大河原会場、１２／３・４県庁のみ）● 
 東北財務局金融監督第三課 ☎０２２－２６６－５７０３ 

              予約受付時間 午前９時～正午、午後１時～午後５時 

 

予約受付期間：平成２８年１１月７日（月）～２５日（金） 

※予約受付期間終了後も、定員に達していない場合は引き続き予約を受け付けます。 

１時間３０分 

事業者の方は 

県庁会場・気仙沼会場・

大河原会場のみの 

受付になります。 

主催 宮城県多重債務問題対策会議 

開催日 会場 定員

県石巻合同庁舎 １６人

県登米合同庁舎 　８人

県栗原合同庁舎 　４人

県気仙沼合同庁舎 　８人

県大河原合同庁舎 １６人

県大崎合同庁舎 　８人

１２月　３日（土） 県庁 ２４人

１２月　４日（日） 県庁 ２４人

１１月３０日（水）

１２月　１日（木）

１２月　２日（金）


